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Ⅱ．平成 18年度事業報告 
 

 

平成 18 年度のわが国経済は、前年度からの展開を受け継ぎ、日本の景気回復が堅

調であることを認識した年であった。7 月には、6 年ぶりのゼロ金利解除が実施され

た。更に 11月の政府月例経済報告では「いざなぎ景気」を超える景気が確認された。

今回の景気拡大は財政出動によらない民間活力によるものと言われている。9 月には

安倍新政権が誕生、小泉前内閣の構造改革路線の継承を基本に、教育再生、イノベー

ション、近隣諸国との関係改善などが進められることになった。2 月には日銀による

0.25％の金利引き上げが実施された。 

 

一方、新潟県経済は、全国的な景気拡大の動きに加え、災害復興需要に支えられ、

全国を上回るテンポで回復をしめしたが、後半にかけ復興需要のピークアウトと共に

企業生産でも一部弱含みの分野が出始め、回復のテンポが緩やかになっている。だが、

企業活動は企業収益も順調で回復を続けた。 

 

こうした中、われわれ新潟経済同友会は、より良い新潟県づくりを目指して各種活

動を展開してきた。組織活動の核をなす 10 の委員会では、各テーマに応じて研究・

議論を重ねたが、19年 2月国際問題委員会で提言「日本海横断航路開設に期待する」

を発表し、新潟の長年の夢である新航路の開設への期待とそのための整備を関係諸機

関に対して求めた。同じく 3月には地域委員会で提言「新潟県の交流人口増加に向け

て」～交流居住に向けたライフスタイルの提案～を発表、観光振興と定住促進の中間

の「地方暮らし」提案で特に首都圏から人を呼び込むための施策展開を県内自治体に

一層促進していただくことを求めた。 

更に 3月には、シンポジウム「環日本海の玄関口新潟は、その具体的処方箋をどう

描くべきか」を開催、三井物産戦略研究所所長寺島実郎氏による基調講演と行政、当

会関係者によるパネルディスカッションを行った。 

今年度新設の「例会」は各委員会の担当で実施したが、いろいろな工夫で多くの会

員よりお集まりいただき所期の目的を達成した。また、新潟県首脳部・県議会議員・

報道関係者との懇談会実施で当会の PR と活動への理解を求めた。 

 

このように今年度も当同友会の活動が各方面からの注目と期待を集めてきたが、今

後も経済人として一企業や特定業種の利害を超えた幅広い先見的な視野から責任あ

る活動をして行かなければならないと考えている。 
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１．研究調査活動 

 

１）一般行政委員会（委員長 中山 四郎治 中越運送㈱・社長） 

 新潟県の行財政改革及び政令指定都市になる新・新潟市の行財政改革への取り組み

を研究してきた。また、「道州制」についても研究・議論を重ねた。 

 

テーマ：「新潟県の行財政改革」 

回 開催日 内        容 

第 1回 5 月 10 日 (公開委員会) 

「地方分権改革と道州制」 

講師： 関原 貢 氏 新潟県知事政策局政策課企画为幹 

第 2回 7 月 14日 (公開委員会) 

「新・新潟市の財政的課題について」 

講師：朝妻 博 氏 新潟市財政課 課長補佐 

第 3回 9 月 13日 (例会) 

道州制検討本格化でどうする新潟経済 

  ～新潟経済発展に向けた官民協力の方向～ 

講師：荒井 弘正 氏 ㈱野村総合研究所 上級コンサルタント 

 

 

２）情報委員会（委員長 中野 仁 ㈱菱電社・会長） 

 ＩＴの利活用を更に調査・研究するため「中堅・中小企業の経営強化のための情報

活用」の観点から「経営戦略と情報システム」「顧客満足と情報システム」「業務効

率と情報システム」等の具体例について調査研究を行った。 

 

テーマ：「ＩＴの利活用」 

回 開催日 内        容 

第 1回 8月 22日 (公開委員会） 

「企業経営と情報セキュリティ」 

講師：和泉 寿郎 氏 ㈱ＩＴスクウェア取締役コンサルティング部長 

 

 

３）地域委員会（委員長 熊谷 建一 日本政策投資銀行新潟支店・支店長） 

 新年度テーマに関する議論から始め、「全国よりも早く人口減少社会に入った新潟

県での「交流人口の増加策」を検討することをテーマとして取り組んだ。また、昨年

度発表の農業提言のフォローも併せて実施した。本年３月に提言を発表した。 

 

テーマ：「新潟県の交流人口の増加策」 

回 開催日 内        容 

第 1回 4 月 19日 新年度において取組むべきテーマについて 

 6 月 7 日 (正・副委員長会議) 

交流人口の増加策についての絞込み 

第 2回 7 月 4日 「新潟県の交流人口増加策」について 

  ～提言の骨格（案）を中心として～ 
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第 3回 7 月 27日 （公開委員会） 

「地方から世界へ」 

講師：福武 總一郎 氏 ベネッセ・コーポレーション 会長 

前田 礼 氏 大地の芸術祭 事務局 

第 4回 9 月 1 日 「にいがた農林水産ビジョンへの当会の農業提言の反映状況」 

講師：岡村 均 氏 新潟県農林水産部農業総務課政策室長 

「交流人口増加策の取組状況・今後の見通し」   

講師：佐藤 俊彦 氏 新潟県農林水産部地域農政推進課長 

 11 月 1日  （正・副委員長会議） 

  ～提言の骨格（案）を中心として～ 

 11月 27日 (正・副委員長会議)  

～提言の骨格（案）を中心として～ 

第 5回 12月 11日 「新潟県の交流人口増加に向けて（案）」 

  ～交流居住に向けたライフスタイルの提案～ 

第 6回 2 月 22日 (例会) 

提言「新潟県の交流人口増加に向けて」 

  ～交流居住に向けたライフスタイルの提案～会員への説明会 

 3 月 7日 提言発表 

「新潟県の交流人口増加に向けて」 

  ～交流居住に向けたライフスタイルの提案～ 

出席者 原 信一 代表幹事  熊谷 建一 委員長 

    佐藤 實 副委員長  鈴木 隆三 副委員長 

    中野 進 副委員長  吉田 至夫 副委員長 

 

 

４）環境委員会（委員長 遠藤 栄松 ㈱遠藤製作所・会長） 

 新潟市の環境行政について研究をすると共に新潟市への意見書提出後の対応を検

討してきた。 

 

 テーマ：「にいがたのごみ問題を考える」 

回 開催日 内        容 

第 1回 4 月 25日 [新潟市の環境行政全般] 

講師：貝瀬 寿夫 氏 新潟市市民局環境部長 

 8 月 3日 （打ち合わせ会議） 

今後の方針、新潟市焼却場の件について 

 9 月 21日 （打ち合わせ会議） 

新潟市長への手紙（案）について 

第 2回 12月 14日 新潟市長への手紙（案）について 

意見表明をどのような方法で行うか 

第 3回 2 月 5日 「最近の環境の話題を考える」 

講師：及川 紀久雄 氏 新潟薬科大学教授 
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５）企業経営委員会（委員長 佐藤 哲也 新発田ガス㈱・社長） 

 企業を取り巻く経営課題、法律問題等について研究を行った。また、平成 21 年 5

月までの間にスタートする「裁判員制度」について理解を深めるために公開委員会を

開催した。 

テーマ：「２１世紀の企業経営」 

回 開催日 内        容 

 6 月 23日 （正副委員長会議） 

今年度のテーマについて 

第 1回 9 月 5日 （公開委員会） 

「裁判員制度について」 

講師：加藤 新太郎 氏 新潟地方裁判所 所長 

第 2回 12 月 5日 （公開委員会） 

「公益通報者保護法について」 

講師：今井 誠 氏 (弁)新潟第一法律事務所・理事長 弁護士 

「改正独占禁止法について」 

講師：今井 慶貴 氏 (弁)新潟第一法律事務所・弁護士 

 

 

６）事業化プロジェクト委員会（委員長 品田 勇 ㈱ＢＳＮアイネット・会長） 

 県内産業界の現状を研究しつつ、次期テーマを探るため委員会を開催した。 

 今年度も引き続き、「新潟エンジェルネットワーク」事業発表会への参加呼びかけ

を行った。 

テーマ：「新潟県内産業界の現状」 

回 開催日 内        容 

第 1回 6 月 23日 （公開委員会） 

「トラック業界の現状と課題」 

講師：白井 昌武 氏 (社)新潟県トラック協会・専務理事 

第 2回 9 月 11日 （公開委員会） 

「偶然からモノを見つけ出す能力」 

講師：澤泉 重一 氏 富山県立大学・特別研究員 

 

 

７）国際問題委員会（委員長 池田 弘 ㈻新潟総合学院・理事長） 

 (財)環日本海経済研究所を中心にして計画が進められてきた、日本海横断航路開設

に関する提言を 2 月に発表した。 

 

［海外視察：23名参加］ 

 韓国（束草・ソウル）10月 1日～10月 4日 

    束草市役所・東春フェリー社訪問 

 

テーマ：「新潟県の国際化戦略」 

回 開催日 内        容 

 4 月 11日 海外視察打ち合わせ会 

 4 月 28日 （朱鷺メッセ活性化小委員会） 
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 5 月 29日 （朱鷺メッセ活性化小委員会） 

朱鷺メッセ活性化の継続審議 

第 1回 6 月 28日 （例会） 

「外国人女性から見た新潟」 

新潟県内在住の外国人女性 9名をゲスト・スピーカーとして招き、「新

潟」の印象についてスピーチいただいた。 

第 2回 9 月 8日 （公開委員会） 

「日本海横断航路開設事業について」 

講師：三橋 郁雄 氏 (財)環日本海経済研究所・特別研究員 

「海外視察について」 

 9 月 27日 海外視察事前勉強会 

「訪問地説明・束草市について 経済概要等など」 

講師：孫 在穆 氏 駐新潟大韓民國總領事館 領事 

第 3回 11月 13日 緊急提言(案)について 

第 4回 1 月 15日 「日本海横断航路事業計画の早期実現を」～提言(案)を中心として～ 

第 5回 2 月 9日 「日本海横断航路開設に期待する」(案)について 

平成 19年度の方針、海外ミッションについて 

 2 月 27日 提言発表『日本海横断航路開設に期待する』 

出席者 中山 輝也 代表幹事  池田 弘 委員長 

 

 

８）教育問題委員会（委員長 野沢 慎吾 セコム上信越㈱・社長） 

 教育問題は広範囲に亘るため、テーマを「質の良い教員の採用方法について、教

員の働き易い環境をいかに実現するか」に絞った。今年度は教育現場の実情を研究す

るため、講師を招いて委員会を開催した。 

 

テーマ：「質の良い教員の採用方法について、 

教員の働き易い環境をいかに実現するか」 

 
回 開催日 内        容 

第 1回 5 月 17日 副委員長の選任 

今年度活動方針について 

 6 月 26日 （正副委員長会議） 

今後の方向性について 

第 2回 8 月 10日 問題点の整理、提言の組立 

第 3回 9 月 29日 ｢質の良い教員の採用方法や教員の働き易い環境をいかに実現するか｣ 

講師：向山 洋一 氏 ＴＯＳＳ(教育技術法則化運動) 代表 

 11月 21日 （正副委員長会議） 

第 4回 11月 21日 ｢質の良い教員の採用方法や教員の働き易い環境をいかに実現するか｣ 

講師：齋藤 勉 氏 新潟大学教育人間科学部 教授 

          付属新潟中学校長、付属新潟小学校長 

第 5回 2 月 1日 「本県教育の現状と課題」 

講師：武藤 克己 氏 新潟県教育長 
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９）交流委員会（委員長 小田嶋 寿一 ナミックス㈱・会長） 

 会員相互の交流促進をはかるため、11 月に会員交流懇親会を開催した。 

今年は、「メタボリックシンドローム」について、佐藤先生からご講演いただき、 

その後、会員相互の交流を図った。 

 

回 開催日 内        容 

 4 月 7日 （正・副委員長会議） 

 5 月 9日 「交流委員会」「例会担当者」との打合せ会 

第 1回 8 月 29日 晩秋の新潟 温石に和む会について 

 11月 22日 第 4回「晩秋の新潟 温石に和む」講演会・懇親会 開催 

講演会「メタボリックシンドロームについて」 

講師：佐藤 万成 氏 佐藤クリニック院長 

会場：クオリス 43 名出席 

 

 

１０）会員増強委員会（委員長 本間 剛三 ㈱本間組・副社長） 

 今年度も「会員拡大懇親会」を開催した。 

 

回 開催日 内        容 

第 1回 5 月 2日 会員拡大懇親会の運営について 

 7 月 10日 会員拡大懇親会開催 会場：ホテル日航新潟 64名出席 

第 2回 3 月 14日 新年度の会員増強催しについて 

 

 

※例会開催 

回 開催日 内        容 

第 1回 6 月 28日 国際問題委員会 

「外国人女性から見た新潟」 

新潟県内在住の外国人女性９名をゲスト・スピーカーとして招き、「新

潟」の印象についてスピーチいただいた。 

第 2回 9 月 13日 一般行政委員会 

道州制検討本格化でどうする新潟経済 

 ～新潟経済発展に向けた官民協力の方向～ 

講師：荒井 弘正 氏 ㈱野村総合研究所 上級コンサルタント 

第 3回 2 月 22日 地域委員会 

提言「新潟県の交流人口増加に向けて」 

  ～交流居住に向けたライフスタイルの提案～会員への説明会 

 

 

※全国経済同友会 地方行財政改革推進会議（第３期） 

第 1回 全体委員会 平成 19年 3月 22日 東京都 

 全体委員会 委員 原  信一 代表幹事 

          福田 勝之 副代表幹事 
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２．講演会等の開催 

開催日 内    容 

3月 14日 ｢平成 18年度 シンポジウム｣ 

会場：ホテルオークラ新潟 参加 350 名 

テーマ：環日本海の玄関口新潟は、どのようにその将来ビジョンを描くべきか 

 

第 1部基調講演 

テーマ「日本海物流時代の到来と新潟発展の条件」 

講師：寺島 実郎 氏 (財)日本総合研究所 会長 ㈱三井物産戦略研究所 所長 

 

第 2部パネルディスカッション 

パネリスト 

須野原 豊  氏 国土交通省 北陸地方整備局 局長 

捧   賢一 氏 ㈱コメリ 代表取締役会長 

高橋  英行 氏 日本銀行新潟支店 支店長 

コーディネーター 

望月  迪洋 氏 ㈱新潟日報社 編集局 編集委員室 室長 

特別協力：新潟日報社 

9月 26日 ｢経営革新セミナー｣ 

会場：新潟グランドホテル 参加者 42名 

テーマ「企業風土の改革で元気企業を！ 

-どうすれば職場風土は変わっていくのか-」 

講師：北村 三郎 氏 人と情報の研究所 代表 

8月 25日 

～26日 

「第 11回夏季セミナー」 

会場：ホテルベルナティオ 参加者 38名 

 

第 1部講演会 

テーマ「私の外食産業の全て」 

講師：坂井 敬一 氏 ㈱キタカタ 代表取締役会長（当会会員） 

 

第 2部講演会 

テーマ「最近の我国の経済と金融の動向について」 

講師：高橋 英行 氏 日本銀行新潟支店 支店長（当会会員） 

 

 

３．会報等の発行 

１）会員情報誌としての会報等の発行 

内      容 発行日 

会報 23号 9 月 

会報 24号 3 月 

平成 18年度会員名簿 10 月 

事務局短信 平成 17 年度版 5 月 
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２）提言書・意見書・報告書・講演会記録等の発行 

内      容 発行日 

提言 新潟県の交流人口増加に向けて 

～「交流居住」に向けたライフスタイルの提案～ 

2 月 

提言 日本海横断航路開設に期待する 2 月 

韓国視察報告書 3 月 

 

 

４．その他の事業 

 

１）外部諸団体との交流 

 

(1)全国各地経済同友会とのネットワークづくり 

会  議  名 開 催 日 会 場 出席者等 

第 19 回全国経済同友会セミナー 4 月 13日～14日 広島市 9名 

とやま昆布祭り 4 月 29日 富山市 佐藤代表幹事 

第 15 回経済同友会中央日本地区会議 11 月 17日 名古屋市 2名 

全国経済同友会代表幹事円卓会議 12 月 1日 東京都 2名 

第 30 回経済同友会東北ブロック会議 12 月 15日 仙台市 10名 

経済同友会中央日本地区事務局長会議 6 月 29日～30日 名古屋市 ― 

経済同友会東北ブロック事務局長会議 7 月 6日 仙台市 ― 

経済同友会全国事務局長会議 7 月 28日～29日 岐阜県 ― 

 

(2)行政とのネットワークづくり 

会  議  名 開 催 日 会 場 出席者等  

県政懇談会 10 月 17日 東京都 捧副代表幹事 

新潟県議会議員との懇談会 2月 27日 新潟市 42名 

新潟県首脳部との懇談会 3月 20日 新潟市 39名 

 

(3)民間とのネットワークづくり 
会  議  名 開 催 日 会 場 出席者等  

報道関係者との懇談会 11 月 8日 新潟市 22 名 

 

 

２）共催・後援・協力事業等 

当会の設立趣旨に沿い、新潟県の発展に寄与すると思われる下記事業を共催・後

援・協力事業として行った。 

 

（共催事業） 

内      容 開催日 共  催 

○新潟のみち・まちづくりフォーラム 7月 8 日 新潟県 

新潟市 他 

○大森康彦氏講演会 

“医療産業からヘルスケア産業へ” 

8月 2 日 为催 新潟薬科大学 

 他 
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-アンチエージング時代への新しい経営戦略‐ 

講師：大森 康彦 氏 

Anti-Aging Doctors㈱ 取締役会長兼社長 

○地域ＩＣＴ未来フェスタ 2006inにいがた 10月 27日 

～29 日 

新潟県 他 

○日本海横断航路開設セミナー 12 月 4日 新潟商工会議所 他 

○新潟市産業活性化学生会議 

  第 8回学生提言発表会 

1月 12 日 新潟市 他 

○特別講演会 

「国土形成計画とこれからの地域づくりを考える」 

講師：大西 隆 氏 

 東京大学先端科学技術研究センター 教授 

1月 16 日 (社)北陸建設弘済会 

 

（後援・協力事業） 

内      容 開催日 

○政令指定都市移行連続フォーラム 第 1 回講演会 

为催：新潟市 他 

4月 28 日 

○オンナと仕事「仕事と結婚の関係」 

为催：特定非営利活動法人ワーキング・ウイメンズ・アソシエーション 他 

6月 10 日 

○NIIGATA JOB WORLD 2006 

为催：(社)新潟県専修学校各種学校協会、新潟日報社 

7月 14 日 

○企業の社会的責任と人権講演会 

为催：新潟県 他 

8月 4 日 

○第 5回新潟総踊り祭 

为催：新潟総踊り祭実行委員会 

9月 16 日 

～17日 

○団塊の世代、そして 30代・40代のあなたへ 

地域活動へのきっかけづくりに 

为催：新潟県勤労者マルチライフ支援事業事務局 他 

10月 14日 

○国際人材フェア・にいがた 2006 

为催：（財）環日本海経済研究所 

10月 27日 

○あんしん・あんぜん くらし展 2006 

为催：新潟日報社 

10月 28日 

～29日 

○平成 18年度環境研修セミナー 

 バイオマス利活用の現状と課題 – 廃棄物系バイオマスを中心に- 

为催：(財)環境地質科学研究所 他 

11月 1日 

○新潟国際ビジネスメッセ 2006 

为催：新潟国際ビジネスメッセ実行委員会 

11月 16日 

～17日 

○裁判員制度全国フォーラム 2007in 新潟 

为催：最高裁判所 他 

2月 3 日 

○2007北東アジア経済発展国際会議イン新潟 

为催：北東アジア経済発展国際会議実行委員会 

2月 5 日 

～7日  

○超高圧技術標準化シンポジウム 

为催：(財)にいがた産業創造機構 

2月 14 日 

○オンナと仕事「仕事と結婚の関係」PART2 

为催：特定非営利活動法人ワーキング・ウイメンズ・アソシエーション 

2月 24 日 
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３）新潟県を良くする運動 

(1)インターンシップ推進協議会 

平成 18 年度受入実施企業 

㈱当間高原リゾート ナミックス㈱ 

㈱有沢製作所 新潟国際コンベンションホテル㈱ 

一正蒲鉾㈱ ㈱新潟日報社 

岩塚製菓㈱ ㈱新潟放送 

㈱植木組 日産プリンス新潟販売㈱ 

㈱エフエムラジオ新潟 ㈱原信 

㈱キタック ㈱ＢＳＮアイネット 

麒麟山酒造㈱ ㈱福田組 

㈱コロナ ㈱ブルボン 

佐藤食品工業㈱ ㈱北越銀行 

新発田ガス㈱ 北陸ガス㈱ 

セコム上信越㈱ ㈱丸新 

㈱第一印刷所 ㈱キタカタ 

㈱第四銀行 ㈱本間組 

㈱タカヨシ 東北電力㈱新潟支店 

以上 30 社   ご協力ありがとうございました。 

 

(2)教員の企業体験研修 

   平成 18 年度研修受入先企業 

㈱テレビ新潟放送網 ㈱ＢＳＮアイネット 

㈱新潟伊勢丹 ㈱原信 

以上 4社    ご協力ありがとうございました。 

  

(3)公立学校教員 2 次面接に面接委員の派遣 

    会員企業 29社からご協力をいただきました。 

 

 

(4)教員研修における講師の派遣 

県立教育センターでの教員研修で、会員が講師を務めた。 
研  修  名 講     師 実施日 

○小･中･特別支援学校新任校長､幼稚園

新任園長研修 

○高等学校新任校長研修 

中山 輝也 氏 ㈱キタック・社長 6月 1日 

○高等学校新任教頭研修 野沢 慎吾 氏 セコム上信越㈱・社長 6月30日 
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４）当会が所属している委員会や団体 

当会が所属している委員会や団体には、可能な限り会員の皆様からご担当をしてい

ただいており、下記のようにお願いしております。 

 

会議・委員会等 出席者・委員等 

新潟県環境会議 

委員 原 信一 代表幹事 

幹事 今井 幹文 幹事 

普及啓発部会 

部会長 北村 慎一 会員 
新潟県・黒龍江省経済交流促進会議 メンバー 中山 輝也 代表幹事 
新潟県大連事務所運営会議 関本 孝一 幹事 
新潟県トキ保護募金推進委員会 副会長 原 信一 代表幹事 

新潟県ＩＴ＆ＩＴＳ推進協議会 

副会長 原 信一 代表幹事 

幹事  水間 秀一 専務理事 

地域情報化委員会 

委員  富山 修一 会員 

ＩＴＳ推進委員会 

委員  数藤 崇 幹事 
新潟県コンベンション開催費補助金審査会 委員 水間 秀一 専務理事 
新潟県新事業支援機関連絡協議会 委員 水間 秀一 専務理事 

新潟県市町村合併推進審議会 委員 水間 秀一 専務理事 

新潟県中山間地域等農業活性化対策審査会 審査委員 水間 秀一 専務理事 

(財)環日本海経済研究所 評議員 中山 輝也 代表幹事 
(財)にいがた産業創造機構 理事 佐藤 功 代表幹事 

(社)にいがた緑の百年物語緑化推進委員会 荒川 義信 会員 
(社)新潟港振興協会 理事 原 信一 代表幹事 

(財)新潟市勤労者福祉サービスセンター 理事 水間 秀一 専務理事 

(財)新潟県中越大震災復興基金 評議員 水間 秀一 専務理事 

(株)アルビレックス新潟経営協議会 
オブザーバーメンバー 

水間 秀一 専務理事 

新潟空港滑走路 3,000m化期成同盟会 
理事 原  信一 代表幹事 

理事 佐藤  功 代表幹事 

理事 中山 輝也 代表幹事 
中国交流推進戦略会議 構成員 水間 秀一 専務理事 
第 64回国民体育大会新潟県準備委員会 常任委員 原 信一 代表幹事 

第 64回国民体育大会新潟県競技力向上対策本部 委員 原 信一 代表幹事 
第 64回国民体育大会新潟市準備委員会 委員 佐藤 功 代表幹事 

新潟駅周辺連続立体交差事業促進期成同盟会 
監事  中山 輝也 代表幹事 

幹事  水間 秀一 専務理事 
産業活性化学生会議実行委員会 委員 品田 勇 副代表幹事 
新潟大学懇話会 委員 中山 輝也 代表幹事 
新潟県経営品質協議会 幹事 原 信一 代表幹事 
新潟県経営品質賞 賞委員 佐藤 功 代表幹事 
新潟インターシップ推進協議会 顧問 水間 秀一 専務理事 

新潟エンジェルネットワーク 会長 佐藤 功 代表幹事 

東单アジア方面路線開設検討委員会 委員 水間 秀一 専務理事 

地上デジタル推進全国会議 構成員 原 信一 代表幹事 
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上越新幹線活性化同盟会 会員 水間 秀一 専務理事 

食と花のフォーラム実行委員会 委員 原 信一 代表幹事 

にいがた 2008年サミット誘致推進協議会 委員 原 信一 代表幹事 

第 28回全国豊かな海づくり大会新潟実行委員会 委員 原 信一 代表幹事 

ｴﾝｼﾞﾝ０１文化戦略会議ｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ in 新潟実行委員会 委員 中山 輝也 代表幹事 

中国首都圏方面新規航空路開設推進懇談会 構成員 水間 秀一 専務理事 

万代島にぎわい空間創造検討委員会 委員 水間 秀一 専務理事 

公益信託にいがた NPOサポートファンド 信託管理人 水間 秀一 専務理事 

 

 

５．会務執行 

 

１）総会（第 13回通常総会） 

 

開催日 4月 21 日 

会 場 ホテル日航新潟   110名出席 

講演会 
演題：「島津製作所の企業風土と私の経営改革」 

講師：㈱島津製作所 代表取締役会長 矢嶋 英敏 氏 

 

２）幹事会 

①提言・意見書の審議 

回 開催日 審   議   内   容 

第 1 回 4月 21日 懇談会 

第 2 回 4月 28日 （書面会議）新入会員の承認 

第 3 回 5月 22日 （書面会議）教育問題委員会 副委員長の選任 

第 4 回 7月 27日 会務報告他 

第 5 回 7月 10日 （書面会議）新入会員の承認 

第 6 回 8月 4日 （書面会議）新入会員の承認 

第 7 回  9月 22日 会務報告他 

第 8 回  8月 29日 （書面会議）新入会員の承認 

第 9 回 11月 24日 会務報告他 

第 10回 10月 20日 （書面会議）新入会員の承認 

第 11回 12月 25日 （書面会議）新入会員の承認 

第 12回 1月 26日 会務報告他 

第 13回 2月 14日 提言：地域委員会「新潟県の交流人口増加に向けて」 

提言：国際問題委員会「日本海横断航路に期待する」の承認 

第 14回 3月 29日 ・平成 18年度事業報告、収支決算について 

・平成 19年度事業計画、収支計画について 
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②入会申込者の承認（申込順） 

お 名 前 会   社   名 役  職  名 

佐藤 衛 (財)環日本海経済研究所 専務理事 

星野 豊 日本ユニシス㈱ 新潟支店長 

清水 節 ㈱みずほ銀行新潟支店 支店長 

宮本 裕将 (弁)宮本総合法律税務事務所 所長 弁護士・税理士 

古川 博史 ㈱ＣＳコーポレイション 代表取締役 

鈴木 恵子 ㈱新潟ビルサービス 専務取締役 

池田 洋子 ㈱池田看板 代表取締役社長 

神田 伸一 中央補償鑑定㈱ 代表取締役 

大竹 一雄 ㈱タナベ経営新潟支社 支社長 

 

 

３）企画部会（部会長 有沢 栄一 ㈱有沢製作所・相談役） 

 

回 開催日 内        容 

第 1回 7 月 18日 ・シンポジウムの開催について 

・会費見直しについて 

第 2回 3 月 8日 ・平成 18年度事業報告、収支決算（案）について 

・平成 19年度事業計画、収支計画（案）について 

 


